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1
金沢大学環境方針 












   １ 金沢大学は、環境 ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な開発
のための教育）を充実し、持続可能な社会の構築に貢献する人材の育成に努める。 
 

















2012 年 4 月 1 日 
金沢大学長 






























































資源・エネルギー 使用量の削減 ・電気等資源・エネルギー の使用状況の把握及び消費量削減の方策を検討する。

















































































































































































































































 2010 年度から科目開発、海外学生募集と入学試験などの準備を開始し、2011 年 4 月に、日本
人学生 4 名と中国人留学生 1 名、韓国人留学生 1 名を迎えてスタートしました。さらに、2011 年








































































































































































































































ト・アプローチを推進するため、2010 年 11 月には、「アジア・コベネフィット・パートナーシッ
プ(Asian Co-benefits Partnership: ACP)」が設立されました。グローバルには、2012 年 2 月に

































（４） ユネスコスクール関係者向けの ESD 資料 
（５） 省エネルギー関連などの研究者向け資料 
（６） 市民向けの基礎的な資料（視聴覚資料を含む） 
2011 年度には、地球温暖化に関する報告書や、地球の環境を取り上げた BBC Earth(DVD)のシ
リーズなど、約 1,000 冊の資料を購入しました。2010 度開始したコレクションは 2 年目を迎え、

























2012 年 2 月 15 日に、金沢大学公認サークルの次期サークルリーダーに対し、サークルリーダー























2011 年 11 月 24 日、環境保全センターは、金沢大学創立五十周年記念館「角間の里」にて、石


















 環境保全センター30 周年記念式典・記念講演会の開催 
 2011 年 11 月 2 日、環境保全センターは、創設 30 周年を迎えたことを記念し、式典・講演会を
















        30 周年記念式典の様子         千葉大学大学院医学研究院：森千里教授の特別講演 
 草木塔セミナーの開催 
























 ユネスコスクールの活動支援 皆が安心して安全に暮らせる未来社会づくり 
 皆が安全で安心して暮らせるような未来社会づくりに向けた学校教育(持続発展教育：ESD)を推進
するため、文部科学省は、教育振興基本計画で ESD の重要性を強調するとともに、2008 年、2009
年の学習指導要領の改訂に際し、ESD を明記しました。また、学校における ESD を推進するため、
ユネスコスクール制度を活用することとし、全国の自治体、教育委員会に協力を要請するとともに、
大学に対しても支援を求めました。 
 金沢大学は、環境教育・ESD の重要性に鑑み、大学の教育科目の中に ESD を導入するとともに、
全国に先駆けて 2008 年 12 月にユネスコスクールを支援するための大学ネットワーク(2012 年 6
月現在全国 16 大学が加盟)に参加し、主として北陸地域において、積極的に学校における ESD の推
進を支援しています。2008 年度から、地球環境基金を活用して北陸 3 県の学校教育関係者向けの




 2011 年度には、石川県、富山県、福井県においてそれぞれ 3 回教員向けの ESD 講座を開催しま
した。また、教育委員会主催の講習会・研修会への ESD 関係の講師派遣等を行うとともに、延べ 10




めた報告を作成しました。2011 年 10、11 月、2012 年 1 月に福井、石川、富山で開催した ESD






2011 年 12 月には、金沢で東海・北陸ユネスコスクール交流会、北陸における潜在的ユネスコスク
ール支援大学間会合を開催しました。さらに、北陸地域の学校によるユネスコスクール申請書への助




















































































































































































































































































   
  
    
教育･研究用
 
    
 
          
       
平和町・その他
角  間   宝町・鶴間 




   
   
        
  
 
電 力：0 5,542 万 kWh 
ガ ス：000391 万ｍ3 
水 ：000050 万ｍ3 
重 油：000891 kL 
紙 類：000211 ｔ 
電力：2,203 万 kWh 
ガス：  289 万ｍ3 
水 ：   23 万ｍ3 
 
電力：3,339 万 kWh 
ガス：  102 万ｍ3 




一 般 廃 棄 物：0997 ｔ 
産 業 廃 棄 物：0689 ｔ 
排 水：0048 万ｍ3 
リサイクル紙類：214 ｔ 
再利用物質  ：394 ｔ 





＊：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量(Ｌ)で表します。 
原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を使用しました。 
エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油、プロパンガスの発熱量により算出しています。
エネルギー消費量の算出では、電力の単位発熱量は 9.97ＧＪ/千ｋWｈ(昼の値)、都市ガスの




























































































































































年度 2007 2008 2009 2010 2011 2007 2008 2009 2010 2011
古紙＊ 314.4 284.9 232.9 288.5 222.2 95.1 97.0 95.0 82.3 96.2
ペットボトル 36.1 33.9 32.3 37.0 39.3 91.8 100.0 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 1.4 1.6 2.3 2.2 0.8 36.2 69.3 0.0 81.8 51.2
金属くず 93.2 73.1 164.0 123.5 122.5 85.5 99.3 56.3 81.9 100.0








金沢大学における 2011 年度の年間水使用量は、およそ 50 万 m3 となり、2010 年度と比較して















 大気汚染物質の排出と抑制策   
 金沢大学では、主に冷暖房用としてＡ重油ボイラー10 台、ガスボイラー3 台、ガスタービン･コジ


























年度 2007 2008 2009 2010 2011 規制値 2007 2008 2009 2010 2011 規制値 2007 2008 2009 2010 2011 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 33 31 28 40 34 150  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 12.65  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.1
角間南地区 ガス発電機      1台 34 26 36 40 38 600  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 3  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 74 74 96 89 74 180 0.05 0.45 0.98 0.27 0.51 14.4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.3
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 11 28 24 34 43 70  <0.01 - 0.3
附属病院地区 ガスボイラー     3台 49 56 52 53 53 80  <0.01 - 0.3
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 53 51 55 65 72 180 0.01 0.03 0.03 0.01 0.01 0.3
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  3台 59 60 59 58 60 180 0.18 0.20 0.18 0.27 0.26 2.34-6.72 0.01  <0.01 0.02 0.01 0.01 0.3
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 73 79 73 79 69 260 0.09 0.21  <0.01 0.20 0.07 2.4 0.01  <0.01  <0.01 0.02 0.01 0.3
その他 Ａ重油ボイラー　2台 54 75 73 85 84 250-260 0.17 0.12 0.12 0.15 0.18 2.65-15.1 0.01 0.04 0.04 0.03 <0.01 0.3
4-5％Ｏ2換算値，斜字のみ16％Ｏ2換算
ばいじん等の大気排出濃度と規制値
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
地区 種類
年度 2007 2008 2009 2010 2011 2007 2008 2009 2010 2011 2007 2008 2009 2010 2011
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 615 497 386 306 3 2 4 1 2 62 92 53 36















































(注)TEQ(Toxicity Equivalency Quantity：毒性等量)について 
ダイオキシン類は、種類によって毒性の強さがそれぞれ異なっており、ダイオキシン類としての全
体の毒性を評価するため、最も毒性が強い 2,3,7,8-テトラクロロジベンゾパラジオキシンに換算し
て、どのくらいに相当するかを TEQ として表わします。 
物質名
（政令番号）
取  扱  量 1,190 kg 1,920 kg 2,250 kg 3,550 kg --- 546 kg
大気への排出量 52 kg 24 kg 130 kg 60 kg 0.47 mg-TEQ 550 kg
























2006年度 2,086 3,366 5,452
2007年度 2,077 3,151 5,228
2008年度 2,162 3,206 5,368
2009年度 2,193 3,170 5,363
2010年度 2,356 3,175 5,531








936 2,301 3,237 2,346
932 2,154 3,086 2,100
970 2,192 3,162 2,283
984 2,167 3,151 2,332
1,057 2,171 3,228 2,374














































































2011 年度は、6 月、10 月に２回の植樹を行いました。学生・教職員の他、株式会社北陸銀行、
金沢大学生活協同組合の職員、学外者等の合計 247 人が参加し、アラカシ、シラカシ、ブナ、コナ

















































分   野 目標達成率
紙類（7品目） 100 % 211,424 kg 208,068 kg 2品目を除き各品目100％
文具類（83品目） 100 % 604,101 個 604,095 個 2品目を除き各品目100％
オフィス家具・インテリア等
（20品目） 100 % 268,638 個 268,607 個 1品目を除き各品目100％
ＯＡ機器（19品目） 100 % 88,534 個 88,534 個 全品目100％
家電製品（照明，エアコン等
含む18品目） 100 % 8,803 台 8,803 台 全品目100％
役務（16品目） 100 % 23,416 件 23,416 件 全品目100％




























回収率は、2011 年 3 月から 2012 年 2 月までの 1
年間で、前年より 4.35％アップし平均 31.43％とな
りました。 
 10 年計 11 年計 
販売弁当個数(ｹ) 41,202 39,971 
容器回収数(ｹ) 11,157 12,564 




















 大学会館 自然研 10 年計 11 年計
売上数(ｹ) 8,408 12,034 22,384 20,442
回収数(ｹ) 4,159 9,269 13,667 13,428




金沢市で 2009 年 6 月から開始されたレジ袋無料配布中止の取り組みに協力し、金沢大学生協で
も購買でのレジ袋無料配布を中止し、希望者には有料(1 枚 5 円)で販売しています。2011 年度のレ
ジ袋辞退率(客数に対するレジ袋非購入数で算出)は、99.54%となっています。













 2009 年に定年退職を間近に控えた工学部の有志を中心として、退職者からなる約 20 名の参加の
もとにボランティア組織が立ち上げられ、草刈りを中心とした環境保全活動の作業を開始しました。 






































2005 年より毎年、雪解け後、新入生を迎える前の 3 月後半、環境月間である 6 月、または 9 月、
雪が降る前の 12 月の年 3 回「大学通学路クリーン作戦」(2007 年までは「大学通学路清掃活動」)
を実施しています。本活動は、2010 年まで環境保全センターによって実施されてきましたが、2011







































 「金沢大学第 6 回学生リユース市」の開催  
「金沢大学学生リユース市」は、｢Ｒe-use｣の精神から、卒業生のまだ使える家電製品を回収し、
それらを動作確認・清掃したうえで新入生の方々に格安で提供します。冷蔵庫が 3,000 円、洗濯機

















































































 東日本大震災被災地への学生ボランティア派遣活動  






を行いました。第二回の集会(4 月 28 日)ではすでに現地入りしていた NPO 団体等の方々の話を聞
く機会も設けました。その一方で、田中助教の奮闘により外部資金を得ることができ、学生ボランテ
ィアの現地派遣が具体化していきました。さらに 4 月 25 日には学生部主催のボランティア講習会が
開催され、ボランティア活動による授業欠席時への配慮が図られました。2011 年度中には準備的な
派遣としての 4 月の米沢行きを含め、下の表のように合計 14 次にわたっての派遣を実施することが





























次 日   程 人 数 資金・主催等 
1 2011 年 4 月 29～30 日 10 日本財団 
2 5 月 13～16 日 19 日本財団 
3 6 月 3～5 日 10 コープいしかわ主催 
4 6 月 10～12 日 13 日本財団 
5 6 月 24～26 日 10 コープいしかわ主催 
6 7 月 1～3 日 18 日本財団 
7 8 月 21～24 日 17 金沢大学学生部 
8 9 月 20～23 日 24 金沢大学学生部 
9 10 月 9～10 日 8 金沢大学学生部 
10 11 月 18～20 日 39 金沢大学学生部 
11 12 月 21～23 日 9 国大協・金沢大学 
12 2012 年 1 月 20～22 日 23 国大協・金沢大学 
13 2 月 19～21 日 23 国大協・金沢大学 

























 発災から 1 年を経て、現地で活動するボランティアはかなり減少し、ピーク時の 1 割にまで落ち込
んでいます。そうしたなか本学では、2012 年度にも引き続き国大協と大学からの資金援助を得て、






















 福島原発事故後の角間キャンパスにおける放射能測定等の活動  


















































を把握するため、これまで LLRL で 1 週間毎に実施している大気エアロゾル観測試料とともに、医薬
保健研究域薬学系早川研究室が輪島市で実施している大気観測試料を分析し、福島原発事故後、少な
くとも 2 週間後に Cs-134 と I-131 を大気エアロゾル中に検出しました。気象庁の空気塊の流跡線
解析から、福島第一原発からシベリアに移動したプルームが南下し石川へ移動してきたことが考えら
れます。輪島サイトではその後、4 月 1〜8 日、4 月 15〜22 日、5 月 6〜13 日の観測期間に Cs-134










Cs-137 放射能濃度の鉛直分布とともに、その存在形態に関して、イオン交換水と 1M 酢酸アンモニ
ウム溶液による抽出実験を実施しました。 
 中長期の環境への影響評価を考えた場合、沈着した土壌等から河川を経由した放射性物質の移行を


























































































































2011 年 5 月から河川調査を開始しました。2011 年 5 月 20 日の観測では、4 測点で河川流心の
表層水を採取し、河川水の水質を多項目水質計により測定しました。また、2011 年７月 12 日には、
福島県いわき市の夏井川と鮫川でも河川水を採取し「アクアマリンふくしま」との共同調査を開始し




 2011 年 5 月 20 日に採取した河川水を測定した結果、河川水中の Cs-137 の放射能濃度は 0.23
〜4.17 Bq/L の範囲を示し、福島原発事故以前の久慈川と利根川の河川水の報告値に比べて、３桁
程度高い値でした。これらの河川水中の Cs-134/Cs-137 放射能濃度比は１前後であり、沈着した
表層土壌試料の値と一致することから、大部分が福島原発事故由来と考えられます。2011 年 7 月
12〜13 日の河川水の測定結果は、Cs-137 の放射能濃度が 0.064〜1.54 Bq/L、9 月 12〜13
日では 0.019〜0.79 Bq/L、12 月 7〜8 日は 0.011〜0.19 Bq/L と、徐々に減少する傾向を示し
ました。これらの結果は、阿武隈川等の４つの河川流域から河川への放射性セシウムの供給量が減少
していることを示唆しています。 
































































































ています。2011 年度の説明会は、5 月に角間地区、宝町地区にて各 2 回、12 月には両地区にて各


















































































































金沢大学では、学内(附属病院以外)に 29 台の AED が設置されています。定期的にパ
ドルやバッテリーの交換管理等を実施しています。学生の部活リーダーを対象とした講











女性研究者の割合は 2007 年度 14.4％→201１年度 17.6％、女子学生数は 2007 年度 3,436 名
→201１年度 3,699 名(理工系女子学生数は 2007 年度 432 名→201１年度 535 名)と着実に増
加しています。ここでは、2011 年度の主な事業を紹介します。 











































 研修は、大学の 3 地区で開催され、3 日間で 240 名余りが参加し、個人情報の適切な管理などに
ついて、改めて確認する機会となりました。各地区での研修の日時と参加者は次のとおりです。 
 ・2012 年 2 月 16 日(木) 15：00～16：30 角間南地区(93 名) 
 ・2012 年 2 月 20 日(月) 10：30～21：00 角間北地区(73 名) 
 ・2012 年 2 月 21 日(火) 15：30～17：00 宝町地区(75 名) 
































○ 目的 1-1：環境 ESD 教育の推進 
2011 年 4 月より共通教育特設プログラム「環境・ESD リテラシー」を開設し、体験型の学習や
英語での学習を含む教育を実施しています。附属図書館では「環境学コレクション」の充実を行い



























○ 目的 4-1：資源・エネルギー使用量の削減 














○ 目的 4-4：廃棄物の適正処理と再利用・再資源化の推進 


























































































































                             
                              
                      
                     
 
          
                
























































極低温研究室           資料館 
埋蔵文化財調査 技術支援  








園児 1,708 人 
専門職学位課程･別科･科目等 
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 さて、本報告書では、参考としている「環境報告書ガイドライン 2007 年度版」に記載されている




や共通教育特設プログラム「環境・ＥＳＤリテラシー」等を紹介しました。研究では、2012 年 4 月
発足したサステナブルエネルギー研究センターの研究紹介等を記載しました。なお、52 ページに本
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本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。      
      〒920-1192 
      石川県金沢市角間町 金沢大学施設管理部施設環境管理室 
      TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4033 
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